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研究成果の概要（和文）：2011年の「アラブの春」に始まる北アフリカ諸国の民主化過程では、イスラームの位
置づけが最大の争点になると思われたことから、「イスラーム民主主義」の近現代思想史を精査する一方、今後
の実現可能性に関する現地調査を行った。その結果、中東諸国における「イスラーム民主主義」の実現は、強権
的な軍事政権（エジプト）やイスラーム法学者の政権（イラン）、国内政治における対立・分裂（リビア）に妨
げられる一方、分裂・対立を回避する良識が働けば、世俗派への譲歩を余儀なくされるため（チュニジア）、現
時点では極めて困難であることが明らかになった。また、予期せざる研究成果として、ISIL台頭の思想史的な位
置づけも行った。

研究成果の概要（英文）：As legal status of Islam in national politics has been a focal point in the 
democratizing process of North African countries since the so-called "Arab Spring," this research 
has dealt with the history of "Islamic Democracy" thoughts, while conducting field researches of its
 feasibility.  We found out that at present the establishment of Islamic Democracy is least 
probable.  It is hindered by various elements; by a strong military power (in case of Egypt); by 
Islamic jurisprudents (in case of Iran); by lack of national unity (in case of Libya); compromise 
with secularist parties (in case of Tunisia).  By chance, we tried to approach the rise of Daish 
(Islamic State) by placing its thoughts in historical and social currents.

研究分野：イスラーム学・中東地域研究

キーワード： イスラーム民主主義　アラブの春　チュニジア　イラン　エジプト　ISIL　Daish　イスラーム思想
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１．研究開始当初の背景 
 1986 年に日本語訳が刊行されたエドワー
ド・W・サイードの『イスラム報道』以来、
イスラームと民主主義をテーマにした研究
は特に欧米で散見されたものの、過去四半世
紀の欧米とイスラーム世界の関係を反映し
てか、その大半が「イスラーム思想は民主主
義と対立するかしないか」という論点をめぐ
るものに留まっていた。言い換えれば、19 世
紀以降今日に至るまでムスリムの思想家た
ちが取り組んできた「イスラーム民主主義」
創造の試みに着目した研究は極めて稀でし
かなかったのである。現に「イスラーム民主
主義」と見なし得る体制を採っているイラン
政治に関する分析は国内外に多々存在する
ものの、イラン型「イスラーム民主主義」の
思想的起源やそれが抱える問題点、またそれ
を改善しようとする思想的努力に関する研
究となると、これまた空白に近い状況だった
と言えるだろう。 
 Albert Hourani が 1962 年刊行の名著
Arabic Thought in the Liberal Age 
1798-1939 で明らかにしたように、スンナ派
イスラーム思想史における「イスラーム民主
主義」は 19 世紀後半のチュニスの宰相ハイ
ルッ=ディーンによって発明された。彼は西
欧諸国の繁栄の秘密を探る過程で、責任内閣
制と議会こそ、正義と自由に基づく政治制度
であると確信したが、これを導入するには、
当時多くのムスリムが抱いていた「イスラー
ム法学者ではない俗人が議会を通じて「立
法」することは、「神の法」とされるイスラ
ーム法の施行を求めるイスラームの教えに
反するのではないか」という疑念を払拭する
必要があった。そこで彼は、議会の決定がイ
スラーム法に反さなければ、それはイスラー
ム法と見なし得る、法案がイスラーム法の諸
原理に合致しているかどうかをイスラーム
法学者が判断すればよいという、革命的な
「イスラーム民主主義」思想を構築したので
ある。 
 けれども第二次世界大戦後、次々に独立を
達成したムスリム諸国がこの思想を採用す
ることはなく、非民主的な政権の長期支配が
続くなかで、実現可能性の低い「イスラーム
民主主義」に対する研究者の関心も薄れて行
った。日本でも「イスラーム民主主義」は、
小杉泰を除けば、本研究の代表者である飯塚
がライフワークとして、分担者の山岸と協力
しつつ研究してきた程度と言える（山岸・飯
塚編『イスラーム世界がよくわかる Q&A100』
〔1998〕、飯塚正人「現代エジプトにおける 2
つの「イスラーム国家」論」〔1993〕、『現代
イスラーム思想の源流』〔2008〕などを参照）。 
 ところが、2011 年に到来したいわゆる「ア
ラブの春」以後に進行するはずの民主化過程
では、イスラームの位置づけが最大の課題・
争点にならざるを得ないと誰もが予測した。
そうなれば、そこで参照されるのは、ハイル
ッ=ディーンから今日に至るスンナ派思想家

たちの営みと、イランの「イスラーム民主主
義」に違いなく、それゆえ近現代における「イ
スラーム民主主義」をめぐる思想展開を精査
し、今後それが実現する可能性を現地調査に
よって明らかにして行くことが喫緊の課題
と考えられたのである。 
 
２．研究の目的 
 すでに述べたとおり、スンナ派イスラーム
思想史における「イスラーム民主主義」はチ
ュニスの宰相ハイルッ=ディーンの手で発明
されたが、彼以後の思想展開については小杉
泰が断片的に扱っている程度で、体系的・本
格的な研究は存在しない。今日、国際的に最
も有名な思想家・イスラーム法学者となった
ユースフ・アルカラダーウィーにしても、「イ
スラームは民主主義を否定しないものの、イ
スラーム法上、確たる事柄については投票の
余地がなく、投票できるのは、神が規定せず
人間の自由裁量に委ねた外交・軍事・行政な
どのみである」といった主張が時に引用され
る程度で、彼がいかなる政治体制を構想して
いるのか等の問題については、まったくと言
っていいほど解明されていない。よって、現
代を中心に 19 世紀半ば以降のスンナ派イス
ラーム思想史における「イスラーム民主主
義」の変遷の大きな流れを明らかにすること
が本研究の一つの目的となった。 
 他方、「神の法」とされるイスラーム法の
施行を当然視する声が以前から有力だった
北アフリカ三国では、イスラーム抜きの民主
化は考えられないものの、それがイラン型の
「イスラーム民主主義」になるとは限らない。
イラン型「イスラーム民主主義」は、ハイル
ッ=ディーンの発想同様、議会に提出された
法案をイスラーム法学者が構成する「憲法擁
護評議会」で審議し、イスラーム法の原則に
反する法案が法律とならないよう、廃棄する
権限を認めているが、北アフリカ三国をはじ
めとするアラブ諸国では、シーア派の法学者
である「最高指導者」が立法・行政・司法の
三権すべてに指導権を持つ「法学者の統治」
が前提となっているイラン型イスラーム政
治への警戒感が強いためである。このため、
一方では現地のみならず、多くの移民が暮ら
す英仏両国でも新たな形の「イスラーム民主
主義」を模索する思想上の努力が続くものと
思われるし、主要な政治勢力の一部がイラン
型の「イスラーム民主主義」に反対する過程
で、イスラーム抜きの民主主義を追求する可
能性もあった。現地調査では、こうしたいわ
ば「当事者」の見解を聴取していくことで、
いかなる「イスラーム民主主義」が実現する
可能性が高いのかも明らかにしたいと考え
た。さらにイラン型の「イスラーム民主主義」
が確実に参照モデルとなることから、現に表
面化しているイラン型「イスラーム民主主
義」の問題点、またそれを改善しようとする
思想的努力をも明らかにしようと試みた。 
 



３．研究の方法 
 国内外で「イスラーム民主主義」思想に関
する資料調査を行い、その思想展開・変遷を
明らかにする一方、「アラブの春」で一定の
民主化が見込まれたチュニジア、エジプト、
リビアの三国で今後いかなる「イスラーム民
主主義」が実現する可能性が高いのか、聴き
取り調査を通じて明らかにする計画であっ
た。しかしながら、リビアについては、研究
期間を通じて政治的混乱が続いたため、現地
調査を実施することができず、そのぶんチュ
ニジア・エジプト両国での調査を強化した。 
 また、エジプト・チュニジア両国で新たな
「イスラーム民主主義」を模索する思想家や、
北アフリカ三国の世論と言論界に直接的な
影響を与える西欧諸国在住のムスリム思想
家、民主化活動家にも聴き取り調査を行った。
さらに、北アフリカ三国にモデルとして参照
されつつあったイランでも、隣接する湾岸ア
ラブ諸国による評価を踏まえつつ、「イスラ
ーム民主主義」体制下で表面化している問題
やその改善を目指す思想の現状を調査した。 
 
４．研究成果 
 いわゆる「アラブの春」で民主化を期待さ
れた北アフリカ三国のうち、リビアは 2014
年以降２つの政府、2016 年以降は３つの政府
が併存する状況にあり、いまだに民主化後の
国のかたちを議論する環境が整っていない
ばかりか、ISIL（いわゆる「イスラム国」）
に一部地域を支配されるなど、治安上の理由
から現地調査も実施できなかったため、同国
における「イスラーム民主主義」思想やその
実現可能性については特段の研究成果を挙
げることができなかった。 
 一方、エジプトでは 2012 年に行われた大
統領選挙で、「イスラーム民主主義」の最大
の担い手と目されていたムスリム同胞団の
ムルスィー候補が当選。同年末に発効した新
憲法は必ずしも「イスラーム民主主義」を志
向してはいなかったものの、第４条(イスラ
ーム法に関係する問題について、アズハルの
上級法学者に相談すべきことを定めたもの)
の運用のしかたによっては実質的にイラン
型の「イスラーム民主主義」に代わる新たな
「イスラーム民主主義」につながり得るもの
と評価できたため、その後の展開が期待され
た。 
 しかるに、ムルスィー大統領は 2013 年の
軍事クーデタ（「6月 30 日革命」）で失脚。ム
スリム同胞団も「テロリスト」として軍事政
権の厳しい弾圧を受けるなか、当初は「イス
ラーム民主主義」の賛同者と反対者の割合が
拮抗していた国民世論も、「イスラーム民主
主義」を実現するうえで不可欠のキープレー
ヤーとなるべきアズハル機構のイスラーム
法学者に、ムスリム同胞団など、法学者以外
のイスラーム運動に対する警戒感が強く、む
しろ軍と協調して「イスラーム民主主義」と
距離を置こうとする勢力が優勢であること、

また 2014 年のシーシー大統領誕生以降は、
軍と警察による体制批判者への弾圧と報道
規制が著しくエスカレートしたことから、沈
黙を余儀なくされている。つまりエジプトの
場合、短期的には「イスラーム民主主義」ど
ころか、「民主主義」の実現可能性もほぼ完
全に消滅したと見なさざるを得ない。 
 このようにリビアとエジプトの「民主化」
が遅々として進まないなか、チュニジアは民
主化への確かな歩みを続け、2014 年 1月には
新憲法を制定した。この新憲法は、チュニジ
アが未来永劫"civil society"であると定め
た第２条の存在により、一般にはイスラーム
派に対する世俗派の勝利として報じられた
ものの、政教分離を定めたものではなく、イ
スラームを国教とし（第１条）、また国家を
宗教の保護者と位置づける（第６条）など、
「イスラーム民主主義」の１つのモデルとな
り得る可能性を孕んでいる。 
 加えて、2014 年以来の ISIL 台頭を受け、
欧米ではあらためて民主主義とイスラーム
思想の関係が注目を集めており、論調の多く
は「イスラーム民主主義」に否定的なものの、
特にチュニジアについてはイスラーム与党
ナフダの指導者であるラーシド・ガンヌース
ィーの民主主義と言論の自由をめぐる発言
を高く評価して、「イスラーム民主主義」の
実現を期待する声も少なくない。この点も含
め、チュニジアはイランと同じく、「イスラ
ーム民主主義」の１つのモデルとなり得る可
能性をいまだに失っていないと見るべきだ
ろう。 
 他方、イランではこの間、シーア派を目の
仇にする ISIL が隣国イラクに進出し、眼前
の脅威となったことで、民主的な選挙で選ば
れた大統領と、国民が直接選ぶことのできな
い最高指導者との対立が顕在化することは
なかったものの、対米関係の推移によっては、
大統領派（中道派＋改革派）と最高指導者派
（保守派）の権力抗争が激化する恐れがあり、
最高指導者を国民が直接選ぶことのできな
いイラン型「イスラーム民主主義」と「民主
主義」との間の深刻な齟齬を解消する手立て
はいまだ見出されていないことが確認でき
た。 
 以上をまとめる形で、結論めいたことを言
うとすれば、中東諸国における「イスラーム
民主主義」の実現は、強権的な軍事政権（エ
ジプト）やイスラーム法学者の政権（イラン）、
また国内政治における対立・分裂（リビア）
に妨げられる一方、分裂・対立を回避する良
識が働けば、世俗派への譲歩を余儀なくされ
ることから（チュニジア）、現時点では極め
て困難と考えざるを得ない。とはいえ、長期
的に見れば、多くの中東諸国でイスラーム抜
きの民主化は想定しにくく、今後民主化が進
展するに連れて、「イスラーム民主主義」は
繰り返し注目を集める研究課題であり続け
るだろう。 
 なお、本研究課題を構想・開始した時点で



は誰も予期しなかったことだが、「アラブの
春」は結果として、「イスラーム民主主義」
の対極にある ISIL を台頭させ、研究期間の
後半は特に、彼らが世界の注目を浴び続ける
ことになった。ISIL の台頭は、民主化が進む
はずだった国々に負の影響を与え、「テロと
の戦い」を大義名分に民主化そのものが阻害
されるなど、「イスラーム民主主義」の実現
を遠のかせる要因になったことから、本研究
課題が目的を遂行するうえで大きな障害に
なったことは否めない。しかしながら、本研
究課題のもう１つの目的であった近現代「イ
スラーム民主主義」思想史の精査は、なぜい
ま、世界の大半のムスリムから「あれはイス
ラームではない」と厳しく非難されている
ISIL が、ほんの一部とはいえムスリムたちを
これほどまでに引きつけるのか、という問い
に思想史の観点から答えるという予期せぬ
機能を果たすことになった。 
 西欧流の政教分離に基づく国民国家の建
設も、「イスラーム民主主義」に象徴される
ような、時代にふさわしい新たなイスラーム
を産み出そうとする努力も、必ずしも成功し
ないなかで、人々は「イスラム原理主義」の
わかりやすさに引きつけられていく。思想史
的に見れば、ISIL はこうした流れの中で生ま
れた鬼子に他ならず、だからこそ根が深いと
考えるべきだろう。このまったく予期しなか
った研究成果は、期せずして内外における
「テロとの戦い」をめぐる議論の前提となる
べき知識や情報の提供に寄与したのみなら
ず、「イスラム原理主義」研究にも一定の貢
献をなしたものと考えられる。 
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